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① 庁舎事務所の天井材崩壊 
（平成２３年３月１２日）
② 水田（除染前）
（平成２４年７月～８月）
③ 水田除染
（平成２５～平成２６年）
④ 宅地除染
（平成２６年８月２７日）
⑤ 仮置場にて山積みにされた
　 フレコンバック（平成２６年４月２０日）
⑥ 復興公営住宅「新中町団地」
（平成２８年１１月１５日）
⑦ 山木屋地区の商業施設「とんやの郷」
（平成２９年６月２日
　※オープン日は同年７月１日） 

①

④ ⑥

②

⑤

⑦

③



川俣町　災害記録誌２
-東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所事故災害 -





川俣町 災害記録誌２の発刊にあたって

　東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故が発生してから早７
年が経過しました。被災された皆様に改めましてお見舞い申し上げます。
　本町でも、震度６弱を記録した千年に一度と言われる巨大な地震と大津波
が一端となった東京電力福島第一原子力発電所事故により未曾有の被害を受
け、山木屋地区住民は強制避難を余儀なくされ、本町の農商工業にも多大な
影響を及ぼし、廃業や離農、遊休農地の拡大等、本町の産業が壊滅的な打撃
を受けました。
　そのような中、本町には、国県をはじめ多くの関係者からの温かくそして
力強いご支援により、一歩ずつ復興を遂げており、昨年３月末に山木屋地区
の避難指示が解除されたほか、昨年７月、復興拠点商業施設「とんやの郷」
がオープンし、そして本年４月には山木屋小中学校が開校されるなど、一歩
一歩ではありますが着実に復興の歩みを進めております。
　「川俣町災害記録誌２」は、平成２６年３月に発行した「川俣町災害記録
誌」の続編です。本誌では、「川俣町災害記録誌」に掲載していた町の被害
に関する状況や放射線量のマップなどを直近のデータまで反映し掲載されて
おり、甚大な被害を数字で確認できます。また、復興に向けた会議や除染対
策等の震災に関する町の取組も記録いたしました。
　本町では、一連の東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故に
よる教訓や国の防災基本計画及び福島県地域防災計画等の上位計画の見直し
を踏まえ、地域防災計画を策定するなど、防災体制を築いています。
　災害発生の防止、あるいは災害発生時における被害の軽減を図るためには、
町の対応である「公助」と併せて、地域住民が「自らの命と地域は自分たち
で守る」という「自助」・「共助」も大切です。いざという時に地域住民で助
け合いができるよう日頃から地域の活動に参加する等、身近でのコミュニケ
ーションを図ることを含め、町民の皆様には今一度、災害への備え、対処に
ついて考えていただきたいと思います。
　終わりに、本町における被害状況や災害対応、さらには復旧・復興に向け
た取り組みなどについて、経験と記憶を風化させることなく、今後の教訓と
して後世に残すべく、本誌を発刊することといたしました。

平成３０年７月

川俣町長　佐　藤　金　正



川俣町復興計画
基本理念

安全が確保され、住民が安心して暮らせるまちへの復興

雇用が確保され、住民が生きがいを感じるまちへの復興

結いと絆が維持され、住民が幸せを感じるまちへの復興

→平成２６年３月発行の災害記録誌に掲載されていない内容

→平成３０年４月以降も継続して行っている事業

※本編中で出てくる「【新設】」「（継続）」について

【新設】

（継続）

※平成 30 年 4 月 1 日をもって発行を終了した災害広報紙に関する
　内容（第 2章　10　広報活動　（1）災害広報紙の発行及び郵送）
　については「（継続）」を入れていない。
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第１章 震災の概要について
１ 東北地方太平洋沖地震と原発事故の概要

東北地方太平洋沖地震の概要

東京電力福島第一原子力発電所事故経過

２ 被害状況総括表

３ 被害状況の詳細
町の予算における主な災害対策費の内訳

地震規模
地震規模
発生場所

震 度

① 町の予算における主な災害対策費
② 商工業被害額
③ 農業被害額 ４６．７億円

震災発生直後に止まった庁舎の時計

撮影：平成２３年３月２８日

資料：気象庁 東日本大震災より引用

資料：政府事故調技術解説より編集

川俣町は震度６弱を観測

５１７．３億円
１１３．０億円

（単位：億円）

平成２３年（２０１１年）３月１１日（金）１４時４６分

９．０（モーメントマグニチュード）

三陸沖（北緯 度 分、東経 度 分、深さ ）

最大震度は宮城県栗原市の震度７

（福島県内の最大震度は６強）

１～６号機の全交流電源を喪失（ ～ ）

１号機ベント開始（ ）１号機で水素爆発（ ）１号機に海水注入を開始（　　　）

構内にあるモニタリングポスト４付近の放射線量が、毎時１，２０４マイクロシーベ

ルトに急上昇（ ）３号機ベント開始（ 頃） ３号機に海水注入を開始（　　　）

３号機で水素爆発（ ） ２号機ベント弁開かず（ 頃）

２号機圧力容器に大きな損傷の可能性 ４号機原子炉建屋で水素爆発（ 頃）

正門付近で放射線量が、毎時１０ ０００マイクロシーベルトに達した（ 頃）

　地震における町の被災は、建物等の損壊に止まり、人命には及びませんでした。しかし、原発事故で

放出された高濃度放射性物質は、関東地方にまで拡散し、町にも甚大な被害をもたらしました。特に山

木屋地区の住民の方々においては、平成２３年４月２２日、原子力災害対策特別措置法に基づき避難を

命じられ、住みなれた家や学校を離れ避難生活を余儀なくされました。

3月11日
3月12日
3月13日

3月14日

3月15日

年 度 震災復旧関係 原子力災害対策関係 合 計
平成２３年度 ８．８億円 ２．６億円 １１．４億円

第1章　震災の概要について
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※ 原子力災害発生から各年末時点での賠償金累計額 資料：東京電力ホールディングス株式会社

平成２９年末賠償事業者数：５０４事業者

①

平成 年 月～平成 年 月

②

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

資料：ふくしま未来農業協同組合（新ふくしま 、川俣シャモ振興会

（単位：百万円／人数）

農業被害の内訳（原子力災害に係る損害賠償額からみた被害状況）
（単位：百万円／人数）

商工業被害の内訳（原子力災害に係る損害賠償額からみた被害状況） （単位：億円）

平成２４年度 １．７億円 １００．０億円 １０１．７億円

平成２５年度 １１．８億円 １０６．３億円 １１８．１億円

平成２６年度 ４．５億円 １２０．９億円 １２５．４億円

平成２７年度 １５．０億円 １０４．６億円 １１９．６億円

平成２８年度 ２１．１億円 ２０．０億円 ４１．１億円

合 計 ６２．９億円 ４５４．４億円 ５１７．３億円

平成２３年末 ０．７億円 ０．５億円 １．２億円

平成２４年末 １０．０億円 ２３．４億円 ３３．４億円

平成２５年末 ２０．８億円 ３３．２億円 ５４．０億円

平成２６年末 ３５．２億円 ３９．９億円 ７５．１億円

平成２７年末 ４９．１億円 ４６．２億円 ９５．３億円

平成２８年末 ６３．０億円 ５０．０億円 １１３．０億円

平成２９年末 ６３．８億円 ５０．９億円 １１４．７億円

※ 原子力災害発生から各年末時点での賠償金累計額 資料：東京電力ホールディングス株式会社

平成２９年末賠償事業者数：５０４事業者

野 菜 ２５２．０ ２１３

花 き １．７ ６

畜 産 １３９．３ ５３

不耕作地（山木屋地区） ２，２２９．３ ２０５

その他（生産資材等） ３．１ ７２

合 計 ２，６２５．４ ５４９

被害額 生産者 被害額 生産者 被害額 生産者 被害額 生産者

、川俣シャモ振興会

内 訳
酪 農

葉 た ば こ

合 計

資料：ふくしま未来農業協同組合（新ふくしま）

年 度 山木屋地区 山木屋地区以外 合計

内 訳 被害額 生産者

第1章　震災の概要について
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工場および商店被害の内訳：り災証明発行件数（事業所向け）

資料：川俣町にて集計

① 地震の影響による避難

強い余震が続く中、家屋が倒壊する可能性がある町内世帯や一人暮らしの方は、老人福祉センター、

本町コミュニティ消防センターなどに一時避難しました。延べ３６８名の町民が避難しました。

平成２７年度 平成２８年度
合 計

（平成２３～２８年度）

酪 農

葉 た ば こ

合 計

資料：福島県酪農業協同組合、福島県葉タバコ耕作組合

地震および原子力災害からの避難状況

住家等被害の内訳：り災証明発行件数（個人向け）

（単位：棟）

（単位：棟）

資料：川俣町にて集計

※平成２４年１２月２１日以降、り災程度の判定はしていない。

内 訳 被害額 生産者 被害額 生産者 被害額 生産者

平成
23年度

全　　　壊 ４９ １０

大規模半壊 １ １

半　　　壊 ８２

一 部 損 壊 ５２７

合 計 ６２０ １４６ ７５ ４５ ６ ２

全 壊 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

半 壊 ６ １ ０ ０ ０ ０ ０

一部損壊 ７８ ３１ １５ １５ ８ ７ １

そ の 他 １１ ７ ４ ４ １ ２ ０

合 計 ９７ ３９ １９ １９ ９ ９ １

資料：福島県酪農業協同組合、福島県葉タバコ耕作組合

川俣町民の避難者数（延べ人数） ３６８人

６６

１，０９１

１，２０７

り災証明発行件数（個人向け）
平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

り災証明発行件数（事業所向け）
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② 原子力災害からの避難

町内内訳

仮 設
住 宅

農村広場 ３１５人
体育館 ７３人
合計 ３８８人

借上住宅・知人宅など ３６５人

資料：川俣町にて集計

山 木 屋 地 区 自 主 避 難

県 内 県 外 県 内 県 外

川俣町内 ７５３人 宮城県 ６人 福島市 ３５人 山形県 ４２人

福島市 ３０７人 埼玉県 ６人 郡山市 １３人 東京都 ２４人

二本松市 ６２人 栃木県 ５人 会津若松市 ４人 神奈川県 １８人

郡山市 １８人 静岡県 ５人 須賀川市 ３人 岩手県 １４人

三春町 ７人 茨城県 ４人 いわき市 ３人 新潟県 １１人

田村市 ５人 京都府 ４人 喜多方市 １人 群馬県 １０人

他市町村 ２２人 他都道府県 ８人 他道府県 ７４人

小計 １，１７４人 小計 ３８人 小計 ５９人 小計 １９３人

合 計 １，２１２人 合 計 ２５２ 人

山 木 屋 地 区 自 主 避 難

県 内 県 外 県 内 県 外

福島市 ３０８人 宮城県 ７人 福島市 ３１人 東京都 １９人
川俣町内 ３０５人 東京都 ７人 郡山市 １０人 山形県 １６人

二本松市 ５４人 静岡県 ５人 須賀川市 ３人 神奈川県 １６人

郡山市 ２１人 茨城県 ４人 いわき市 １人 岩手県 ９人

三春町 ７人 栃木県 ４人 茨城県 ９人

避難所施設 避難者数 開所日
老人福祉センター ３３７人 平成２３年３月１１日～同年同月２７日

本町コミュニティ消防センター ３１人 平成２３年３月１１日～同年同月１３日

合計 ３６８人

川俣町民の避難者数（平成２６年３月２日現在） １ ４６４人（山木屋１ ２１２人 自主避難２５２人）

川俣町民の避難者数（平成３０年３月３１日現在） ９６３人（山木屋 ７６１人  自主避難 ２０２人）
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田村市 ４人 埼玉県 ４人 新潟県

他市町村 ２０人 他都道府県 １１人 他都道府県

小計 ７１９人 小計 ４２人 小計 ４５人 小計

合 計 ７６１人 合 計 ２０２人

資料：川俣町にて集計

避難指示解除後の山木屋地区居住状況【新設】

人 数 ９ １８ ２９ １９ ２２ １４ ３６ １１ １０ １８ ２７ ２１３

世帯数 ５ ９ １２ ２２ １０ ７ １４ ５ ６ ８ １１ ９７

人 数 ９ ３１ ４１ ２２ ３７ ２０ ５８ ２３ ２２ ２３ ３１ ３２２

世帯数 ７ １６ １９ １１ １６ １０ ２２ ９ １０ ９ １４ １４３

資料：川俣町にて集計

９人

７９人

１５７人

町内内訳

仮 設
住 宅

農村広場
体育館
合計

借上住宅・知人宅など

３９人
２人
４１人

２６４人

※各年１月１日現在の人数

資料：福島県提供情報により川俣町で作成

年度
市町村

飯 舘 村 ５２５人 ５２２人 ５１８人 ４９３人 ４５６人 ４３４人

浪 江 町 １２３人 ９９人 ８４人 ８０人 ７０人 ６４人

南相馬市 ４２人 ２８人 ２５人 １６人 １５人 ８人

葛 尾 村 ８人 ７人 ７人 ７人 ６人 ６人

双 葉 町 ３人 ４人 ４人 ３人 ３人 ３人

大 熊 町 ４人 ４人 １人 １人 １人 １人

富 岡 町 ０人 ２人 ２人 ２人 ２人 ０人

合 計 ７０５人 ６６６人 ６４１人 ６０２人 ５５３人 ５１６人

他市町村からの避難者数（平成３０年１月１日現在） ５１６人

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

（平成２９年８月１日現在）
行政区 １ 区 甲２区 乙２区 ３ 区 ４ 区 ５ 区 ６ 区 ７ 区 甲８区 乙８区 ９ 区 全 体

行政区 １ 区 甲２区 乙２区 ３ 区 ４ 区 ５ 区 ６ 区 ７ 区 甲８区 乙８区 ９ 区 全 体
（平成３０年７月１日現在）
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４ 高濃度放射性物質放出による汚染（放射線量モニタリングマップ）
空間線量マップ

川俣町役場

（福島第一原発から

約４７㌔）

山木屋地区

（福島第一原発から

町境まで約３３㌔）

空間線量マップ（平成２３年４月２９日現在の値に換算）

平成２３年５月６日「文部科学省及び米国エネルギー省

航空機による航空機モニタリングの測定結果について」より

発電所から８０ 圏内空間線量マップ

平成２３年（２０１１年）４月２９日現在～平成２９年（２０１７年）９月２５日現在の推移

平成３０年２月２０日原子力規制委員会「福島県及びその近隣県における航空機のモニタリングの測定結果について」より
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川俣町役場

（福島第一原発から

約４７㌔）

山木屋地区

（福島第一原発から

町境まで約３３㌔）

土壌濃度マップ
土壌濃度マップ（平成２３年４月２９日現在の値に換算)

平成２３年５月６日「文部科学省及び米国エネルギー省

航空機による航空機モニタリングの測定結果について」より

セシウム１３４の沈着量 セシウム１３７の沈着量

「平成２８年度東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の分布データの集約事業報告書」より

土壌濃度マップ(平成２８年１０月１日現在)
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近畿大学が開発したサーベイモニタリングシステムを活用し、自動車走行モニタリングを実施して

います。調査方法は、ＧＰＳ（全地球測位システム）を利用した走行中の位置情報と、車内の１ｍ高

の空間線量を車外の数値に換算して記録します。

資料：川俣町

走行モニタリング 結果

川俣町実施

資料：川俣町

（調査期間：平成２５年３月１８日から７月４日まで）

（調査期間：平成２７年５月１９日から６月４日まで）

川俣町走行モニタリング調査

走行モニタリング結果

川俣町実施

走行モニタリング結果

川俣町実施

・本町コミュニティ消防センター

・川俣町役場

・保健センター

・老人福祉センター

・本町コミュニティ消防センター

・川俣町役場

・保健センター

・老人福祉センター

最大測定値

大　字 地点名
計測値
（μSv/h）

小　神 下都ノ内 0.96

大綱木 萱　　平 0.96

羽　田 才 ノ 内 0.66

鶴　沢 大 松 作 1.37

川　俣 細　　田 1.11

東福沢 沢 目 木 1.16

西福沢 高　　田 0.84

飯　坂 下 追 戸 0.80

小　島 前 岸 波 1.28

秋　山 鈴 ノ 入 0.84

小綱木 後　　山 0.84

最大測定値

大　字 地点名
計測値
（μSv/h）

川　俣 鶴　　子 0.51

鶴　沢 一 本 松 0.50

小　神 笠　　松 0.48

東福沢 梅の木平山 0.49

西福沢 鈴ヶ作山 0.54

羽　田 池 ノ 入 0.39

秋　山 ググノ平 0.44

小　島 水　　鏡 0.67

飯　坂 下 谷 山 0.48

大綱木 鋳 屋 場 0.75

小綱木 高 松 葉 0.75
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